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話そう、働こう、育てよう。いっしょに。

将来に向けてつなげるお手伝いができたらいいなぁ…と思っています。

この学校に集まった10才～80才の50人の生徒たち（異年齢のクラス仲間）は、今と昔の
『衣・食・住』について話し合った後、《食》を大きなテーマに取り上げ「生きるために食べるしか
なかった…」という昔懐かしい「すいとん※」を作ってみることにした。
互いに学び、気づきあい、教えあったあとに、「今度は、ちがうことがしたいなあ…」とそうつぶ

やかれたこの言葉には、いったい「何が」かくれているのだろう？

ディスカッションを通してさまざまな年代の方の生き方をお聞きしましたが、男女の
考え方は、若い若くないは関係なく、自分の生き方を楽しんでいるかたは、そんなこと
にもこだわらないのかと思いました。お互いの存在を尊重できるからこそ認め合え
る、そんな関係を目指してこそステキな生き方につながっていくのではないかと感じ
る時間でした。

①すいとんの生地：小麦粉に水を入れよく混ぜる。
②ごぼうは皮をこそげ笹がきにして、水につけアクをとる。大根・にんじんは３ｍｍくらい
の厚さのいちょう切り、かぼちゃは種をとって１ｃｍくらいの厚さのくし切り、ねぎは１ｃ
ｍくらいの厚さの斜め切りにする。

③鍋に水と昆布とにぼしを入れて煮る。昆布がひらき、細かい泡が出てきたら取り出す。
煮立ってきたらだし削りを入れ、中火にする。表面に浮き出てきたアクを取り、５分ほ
ど煮出す。

④火を止め、ザルでだし削りを静かにこし取る。だし汁のできあがり。
⑤鍋にだし汁とこし取ったにぼしを入れて煮立て、ごぼう、大根、にんじんを加え、アクを
取りながら１０分ほど煮る。かぼちゃを入れ、調味料Ⓐで味付けをする。こまめにアク
を取りながら、野菜が柔らかくなるまで中火で煮込む。

⑥すいとんの生地をスプーンで落としいれ、ねぎを加えて煮込む。
⑦すいとんが浮いてきたら、味を調えてできあがり。

【材料】（5人分）
≪すいとん≫
　・小麦粉　250ｇ
　・水　　　200cc
≪野菜≫
　・大根　　   1/4本
　・にんじん   1/2本
　・ごぼう　    1本(40ｇ)
　・かぼちゃ　1/8個(250ｇ)
　・ねぎ1/2本

≪だし汁≫1,500ｍｌ
　・水　　　　1,500ｍｌ
　・だし削り　　 40ｇ
　・にぼし　　　  5本
　・昆布　　 　　 8ｇ
≪調味料Ⓐ≫
　・酒　      大さじ2
　・みりん　  大さじ1
　・しょうゆ　大さじ3
　・塩　      少々

開 始　内容
  5月　イクメン講座
  6月　ペアで習う英会話
  6月　新米ママの料理教室Ⅰ
  6月　男女一緒に料理機会均等教室
  8月　パパと一緒に料理教室Ⅰ
  9月　新米コック・おとこの料理教室Ⅰ
  9月　おとこの茶華道（予定）
10月　男女共同参画セミナー（予定）
10月　女性のためのデジカメ講座（予定）
※講座は変更される場合があります。また、募集に
　ついては随時、市政だよりに掲載します。

私たちは、今日より明日、よりよく暮らしたいために学びます。このため、
得た知識は、使ったり、活かすことが出来る場所や機会があることがとても
大切です。
この「ふれあい学校　アクション１」でこだわったことは、学区の要である

小学校において、互いに学び合い、作り、食していくなかで助け合うという
ことを＜地域の老若男女が一緒になって活動を体験する＞ことでした。
加えてこの取り組みは、次のステップへのきっかけづくりとして企画しま

した。その結果、参加された方からのつぶやきが、大切な心の＜思い＞とし
て伝わり、次のアクションをするために必要な＜エネルギー＞になりました。
誰かの行動を期待して待つのではなく、未来に向け、自分たちのために「楽
しい学びのかたち」と「生きがいを感じられる活動」を創造していくことが
これから目指す地域の課題となります。

　未来の自分のために、また、他人のために、「意識」や「生活のスタイル」
を変えてみませんか？
できない、やれないと思っている＜心の思い＞を可能なかたちにしていける
ように、少しずつやれることから挑戦してみましょう。

　
　一人ひとりが未来に向け、意識が変わっていくことで、さらなる地域力を
つけることも可能であり、地域コミュニティーの活性化にもつながります。
特に子どもたちは、人と関わることの大切さや、関わり方を学ぶことによ
り、感謝することや我慢することができるようになります。その経験は、次
の世代につなぐための大きな力となるでしょう。

去る１１月１３日（土）・１４日（日）、図書館交流プラザ・りぶらで市民手作りのおまつり「りぶらまつり２０１０」が開催されました。
市民発の多くのブースが賑わう中、岡崎市男女共同参画推進サポーター「すいか隊」では『女と男の大討論会』を開催しまし
た。また、メンバー２名が男女共同参画をテーマにした『朗読劇』に出演しました。

〒444-8601　岡崎市十王町2丁目9番地　TEL 0564-23-6222　FAX 23-6667

す い か 隊 レ ポ

さんかく応援★インフォメーション

Ｎo.6

～心があたたかい　本当のゆとり～　男川学区「ふれあい学校アクション１」

お年寄りに
は、〈豊かな

知恵〉

を伝承する
喜びを！お年寄りに
は、〈豊かな

知恵〉

を伝承する
喜びを！

「新しい公共推進におけるモデル事業※1」
か　　　た　　　ち

この 温故知新 未来へつなぐ

「伝えたい・つなぎたい思いの形」

「未来は、自分がつくる」

≪隊員レポート≫

『女と男の大討論会～　  てきな　  きかた　  んがえよ～ぜ』す い か

日本には男女共同参画社会基本法があり、男女共同参画担当大臣だっているんだ
よ。でもその割りに、みんな知らないよね。こんなに身近な問題なのにね。こんな話し
合いから朗読劇を創ることになりました。
栗木英章（劇団名芸）先生による脚本は、『どこにでもありそうな熟年夫婦。ご亭主

は「めし！」「風呂！」、奥さんはパート勤めややりくりで家計を支えて。一見平穏な家庭で
も悩みや不満を抱えている――。』と、わかりやすくユーモアあふれる朗読劇でした。
りぶらまつりで公演し、多くの方々に賞賛され「岡崎にも男女共同参画推進条例があることを知りました。」「もっと夫と話し合おう
と反省しました。」などの感想もいただきました。ありがとうございました。

≪出演者感想≫

『男女共同参画社会の推進　朗読劇　さんかく・しかく』

りぶらの男女共同参画講座（H23前期）すいとんレシピ

企画・編集     岡崎市男女共同参画推進サポーター・すいか隊
    発行        岡崎市市民文化部　市民協働推進課　男女共同参画班

※1　愛知県教育委員会選定「新しい公共」モデル事業　※2　すいとんのレシピは裏表紙に掲載しています

「気づきから行動の＜かたち＞へ」

「安心で住みよい街づくり」

※平成23年度の組織改正に伴い、4月1日から担当課は以下に変更されます。
〒444-0059　岡崎市康生通西4丁目71　岡崎市文化芸術部　文化活動推進課　男女共同参画班
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今号のＫｉｒａｔｔｏさん
男川学区「ふれあい学校アクション1」で
〈食の伝道〉をされた元中学校家庭科講師の

菅 原 惠 子さん
後ろは、この企画をした岡崎市男女共同参画推進

サポーターすいか隊の鈴木ひろみさん

子どもには
、人と関わり

合って

学べる経験
を積むことを

！子どもには
、人と関わり

合って

学べる経験
を積むことを

！


